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１．はじめに
　本学における英語教育改革の一つの試みとし
て、平成22年度に、新科目「英語ワークショッ
プ」を開講した。この授業は、多様化している
Abstract
This is a progress report of the second and third terms of the English Workshop.  The main 
aims for this year’s workshops are twofold: to provide a learning environment for students to 
work autonomously and focus on improving their ﬂ uency through conversational group work, 
one-to-one tutorials and extensive reading; to introduce programs that will facilitate student 
learning regarding the ﬁ rst aim.
Several new programs were introduced, two of which are: 1） video -where students were 
recorded in groups as well as one-to-one interviews followed by a post video reﬂ ection interview, 
and 2） a vocabulary size test-given twice a semester to test proficiency, and student self-
generated tests which were performed weekly.  Additionally, a new exploratory after class 
project was introduced in which students could make and listen to student-centered podcasts 
based on group conversations at the workshop.
Finally, areas of concern are discussed, namely the need to explore alternative ways to 
encourage students to maintain and increase their motivation.  In addition, scaﬀ olding is needed 
to help students to bridge the gap between their hopes and ability.
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学生の英語力にいかに応じていくかという問題
を解決するために設けられ、全体指導に加え個
別指導にも重点を置くものである。教員が学生
と１対１の tutorial を行い、各学生の英語レベ
ルとニーズに合わせた学習を進めることを目的
としている。
　この授業を開始した平成22年度前期（「英語
ワークショップⅠ」）の報告は、「新科目『英語
ワークショップ』の試み」として、『駒沢女子
大学研究紀要』第17号に掲載されている。
　本稿では、平成22年度の後期授業（「英語ワー
クショップⅡ」）、２年生を対象とした平成23年
度前期授業（「英語ワークショップⅢ」）、および、
次の新入生に対する前期授業（「英語ワーク
ショップⅠ」）の状況を報告し、また、平成23
年度から新たに開始した授業内容についても言
及したい。さらに、学生たちの成長を検証し、
今後の課題を考察する。
２．「英語ワークショップ」の概要　～平成22
年度および23年度の授業～
　「英語ワークショップ」は、個別英語学習プ
ログラムである。すなわち各学生は、担当教員
との話し合いを通して、自分の英語学習の目的
を定め、その目的を達成するために独自の学習
法を決め、教員の援助のもとで学習を行う。
　そのため履修人数も絞られ、原則として日本
人教員一人につき学生８名とした。日本人教員
とネイティヴ教員が、少数の学生を指導する。
具体的な学習方法は、１）ネイティブ教員と会
話をする、２）自分のことを英語で表現する、３）
興味のあるものを多読する、４）日記を書く、５）
興味のあるものについてリスニングをするなど、
多岐にわたる。こうした英語学習方法の中から、
学生は日本人教員から tutorial を受け、自分に
あったものを選び、大学での授業中および自宅
において継続的にほぼ毎日学習するのである。
　大学授業でのコアとなる活動は、１）ネイティ
ヴ教員との会話、およびそれを録音しておいた
IC レコーダーによる各自の「振り返り（学習
したことを省みて改善点を探すこと）」、２）日
本人教員から tutorial を受ける、３）残りの時
間は自分に合った独立した学習（自学）となる。
学生は自分個人の学習の記録として、Learning 
Diary を必携とし、日記はもちろんのこと、映
画鑑賞など、自分の行ったすべての学習を、毎
週の目標とともに記すこととした。
　以上は、前回の報告である「新科目『英語ワー
クショップ』の試み」に詳述されているとおり
である。
　次に、２期目（「英語ワークショップⅡ」）お
よび３期目（「英語ワークショップⅢ」に於け
るクラス全体の変化を報告したい。
　平成22年度後期での「英語ワークショップⅡ」
になると、授業および tutorial は毎回安定した
進行が見られるようになった。構成メンバーは、
前期からの継続者と後期からの新規参加者であ
るが、ともに熱心に受講していた。その理由は、
継続する学生も、既習の友人から情報を得て新
たに参加してきた学生も、この科目の特性をよ
く知って履修してきたので、各自の英語学習へ
のモチベーションが非常に高くなったからであ
る。
　その例として、Learning Diary の記述内容と、
教材の貸し出し状況を述べる。
　Learning Diary は、学期中、週を追うごと
にそれぞれの工夫を加えた個性的なものとなっ
ていった。例えば、ある学生はオリジナル単語
帳として工夫を凝らした。ネイティヴ教員との
会話で学んだ語句を、例文とともに記し、次に、
語句を日記で使い、さらに翌週の会話で使おう
と試みた。まさに、input/output がスムーズ
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に流れている好例である。また別の学生は、単
語を学ぶにあたり、ワードパズルを活用した。
当初は新聞などから書きうつしたパズルだった
が、次第に自分で考えて、オリジナルなワード
パズルの作成に熱中していった。
　Learning Diary に書かれる日記の行数も、
全体的に見て増えて行った。前期では３-４行
を書くのがやっとであったが、後期では５-６
行を書くのは通常で、ことに書きたいことがあ
るときは十数行を書くというように、書くこと
にまず抵抗がなくなっていった。英語で会話を
するときのように書いているので、まだ内容は
日常の話題が多いが、筆力は高まったと言える。
　日本人教員の研究室には、多読用のテキスト、
文法および会話のテキストなど必要な教材を
ラックに入れて常時備えることとした。学生は
週の途中でも来室して、教材を借りることがで
きる。来室したときは、授業以外での臨時
tutorial の機会にもなった。そのためか、貸出
数が増加し、学生にとっても、教材を借りて使
うことが恒常化していった。
　２年目となる平成23年度前期には、当初から
の継続者は、３学期目の「英語ワークショップ
Ⅲ」を履修することとなった。この科目から担
当者がネイティヴ１名、日本人教員１名となり、
指導できる学生数が限られるため、国際文化学
科の英語コミュニケーションコースの学生のみ
を対象とした。（本学科では、２年生よりコー
スに分かれて学ぶこととなっている。）
　今回の履修者は13名だったが、その中には、
２年生後期より「海外留学」を履修して、実際
にオーストラリアあるいはニュージーランドへ
６か月語学留学する予定の学生６名が含まれて
いた。また、この学期より新規に履修する学生
も４名いた。そのためこの授業には、いろいろ
なレベルで英語を学習したい学生が集まり、お
互いに刺激を与え合うこととなった。
　それが如実に見られたのは、ネイティヴ教員
との会話の場面である。留学をする予定の学生、
および昨年から継続して履修している学生は、
会話に於いて臆することなく英語で自分の言い
たいことを比較的スムーズに表現している。自
分の語彙の範囲で表現することを、少しずつで
はあるが習得してきたからである。しかし、新
しい学生は何をどう言っていいのか戸惑い、話
すとしてもわずかな単語を発するにとどまりが
ちであった。そのようなときにも、経験者の学
生が新しい学生に、易しい質問をしたり、あな
たはどう思うかと促したりしながら、グループ
会話を進めていた。そのような場面を繰り返す
うちに、新しい学生だけでも、それなりにネイ
ティヴ教員との会話を楽しめるようになって
いった。
　また、多読のテキストを探すときなども、新
しい学生は経験者にどの本が面白かったかと尋
ね、経験者はお薦めの本を提示していた。
　一方、留学予定者の間でも、この授業は互い
に切磋琢磨する機会となった。留学予定者同士
の英会話では、ほぼ日本語で会話するのと同じ
程度の内容をこなせるようになってきたが、相
手が自分よりもスムーズであれば、自分ももっ
と語彙を増やし、話せるようになりたいと思う
ことになる。ことに友人として相手の背景が分
かっていると、何を話したがっているのかが分
かるので、それを英語でどう表現するかが、聞
き手にとっては興味深いところであったようで
ある。時に英語で先回りして表現を助けたりす
ることもあった。日本語で会話をする時とは違
う状況が生じて、お互いの鍛錬の場となったと
言えよう。
　個々の学習ペースで進むのが「英語ワーク
ショップ」であり、周りと比べることなく自学
を淡々と続けて行くことが、本来のこの科目の
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学習のあり方である。しかし上述したように、
レベルの差がある学生、あるいは同じレベルの
学生同士が、お互いに良い刺激となって、助け
合ったり、競い合ったりしながら勉強に励む姿
が見られるのも、３期目となる「英語ワーク
ショップⅢ」の特徴と言えよう。
　また、Learning Diary の使い方も、学生に
よって異なってきたのも当然の流れと言える。
新規の学生は基本にのっとり日記を書くことか
ら始めるが、経験者あるいは留学予定者は、テー
マを決めて感想やレポートを書くようになった。
「多読」は易しいテキストの貸し出しが中心だが、
新聞や他の教科書の英文に興味を持つ学生も出
てきた。読むという行為を様々な教材を使って
行うことが、学生自身によって自覚された証拠
である。こうした変化が見られることも、「英
語ワークショップⅢ」の特徴と言えよう。
　なお平成23年度前期には、新１年生を「英語
ワークショップⅠ」に迎え、２ラウンド目が始
まった。履修希望者の中には、入学前にこの授
業があることを本学のホームページで知り駒沢
女子大学を志望したという学生もおり、期待に
こたえるべく一層充実した取り組みを行うこと
にした。
　核となる授業形態、すなわち１）ネイティヴ
教員との会話およびその振り返りをすること、
２）Learning Diary に日記等学習の詳細を記録
すること、３）多読により Input を増やすこと
は、変わらない。しかし加えて、４）今週の目
標、今月の目標、今学期の目標、自分にとって
の英語学習の目標をLearning Diary に書き、毎
回チェック欄を自分で記し学習の意義を意識さ
せること、５）単語力向上のために、毎回ウォー
ミングアップとして２人１組で Vocabulary 
work を楽しむこと、６）機会をみて、疑問文
の基本と応用など、文法の確認を全体授業で行
い、会話をスムーズにさせるコツを教えること、
７）１年生の時点でも個々のレベルにより、
Learning Diary の内容を変えること（２行の
日記の学生から、あるテーマについてまとまっ
た英文を書く学生まで Learning Diary の内容
には差があった。）など、よりきめ細かな指導
を行っていくことができた。
　学期ごとのクラス状況の変化は以上のとおり
であるが、次に、授業内容にも、新たに加えた
試みがあるので報告する。
３．平成22年度後期および23年度前期の新規
プログラム（授業内）
　まず、平成22年度後期における授業内での新
しい試みは、語彙サイズテストを実施したこと
である。これには、相澤・望月（2010）の『語
彙サイズテスト』を利用した。学期の初めと終
わりに２回計測し、その伸びを図った。（本結
果については、次項で考察する。）
　この語彙力の増強を目指す学習法として、個
人オリジナル単語テストを毎授業行った。これ
は授業内で特に気になった表現や単語を10語ほ
ど各自が集め、授業の最後に用紙に書きとめ、
教員に提出し、翌週の冒頭に各自でテストする
ものである。
　次に、ネイティヴ教員と学生１名との会話と
して、５分間インタビューを、学期の最初と終
わりに行い、しかも、その様子をビデオに記録
した。そして学生は、IC レコーダーで何度も
聞き直してそのインタビューを振り返るだけで
なく、翌週、日本人教員とも実際のビデオを共
に視聴して、振り返りを行った。その目的は、
自分の表現の不足部分に気付かせ、どこを改善
して学ぶとよいのか考えさせることにある。
　このビデオ撮影を発展させた形として、平成
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23年度前期の「英語ワークショップⅢ」では、
学生たち３名のグループ会話をビデオ録画し、
翌週、学生と教員とで共に視聴しながら振り返
るということも行った。すると、視聴しながら
お互いに、「もっとこう言えば良かった」とか、
「ここでこの質問をすればよかった」という反
省がなされ、学生同士の会話の改善につながる
話し合いができていた。これは、自分の表現だ
けでなく、互いの組み合わせによってコミュニ
ケーションが成立するという、基本的な発見に
気づく大変よい機会となったと言える。
　さらに、「英語ワークショップⅣ」では、ネ
イティヴ教員とグループ会話を繰り返すことに
若干慣れが生じて来たので、英語表現を異なる
形で行う機会を増やした。ひとつの例としては、
個人で簡単なスピーチ（たとえば「私の夏休み」）
をした後、翌週には、友達の「○○さんの夏休
み」としてスピーチする、というような表現練
習である。これは、いつも「I」を主語として
話すのに慣れている学生が、「She」を使うこ
とにより、客観的な表現へと進む第一歩と言え
よう。もうひとつの例は、ディベートである。
テーマは、「英語を外国で学ぶとしたら、ニュー
ヨークか？ロンドンか？」であった。くじで二
つのグループに分かれ、互いに賛成論を述べ
合った。いずれの表現練習においても、ネイティ
ヴ教員が学生の表現を正しく直し、それを後で
IC レコーダーによって振り返ることとしてい
る。
　このように授業時間内でいろいろな試みを続
けたのに加えて、さらに授業時間外でも、ネイ
ティヴ教員の試みにより、より発展が見られた
のでそれを次に英文で紹介する。
４　平成23年度新規プログラム（授業外）
Using podcasts to enhance learning outside 
the classroom
　Technology is one medium through which 
English is increasingly being blended into 
curriculums and language learning domains. 
In conjunction with the face-to-face learning 
at the English workshop, the main aim of this 
project was ﬁ rstly to explore students’ perceptions 
on the usefulness of podcasts for language 
learning; and secondly to encourage learners 
to become more autonomous in their learning 
outside of the classroom.
　Some of the beneﬁ ts believed to be derived 
from the use of podcasts are that : students 
can review, reinforce and re-use language ; 
repeated listening and at the same time reading 
the podcast’s transcript is an alternative to 
rote memorization ; podcasts made by the 
students and not the teacher can empower 
students and can also facilitate peer role 
modeling ; learning beyond the classroom is 
enhanced ; students can socially interact with 
other students, deepen relationships, and 
reduce inhibitions to speak in English.  Using 
phrases that had been selected emailed the 
week before, the process was orchestrated in 
three simple stages : 
　1.　Creating the dialogue for the podcast 
　2.　Recording and editing the podcast  
　3.　Uploading the podcast.  
Project procedure
　During the group conversation part of the 
English Workshop, all students are given a 
voice recorder to record the group conversation. 
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The students then play back the recording 
and choose a selection of phrases they find 
interesting and wish to use in conversation 
again.  These are then emailed to a workshop 
teacher who replies with some feedback. 
Students then choose about 4-6 phrases that 
they like and create a short dialogue, which is 
checked by a teacher.  During this project, 
about 4 students volunteered to make the 
podcasts every week.  Each podcast lasted for 
about 5-10 minutes.  The students spent some 
time practicing the dialogue for pronunciation 
and checking the meaning before recording it. 
During the editing process, a 10 second sound 
bite with background music was added at the 
beginning and end of the podcast.  Finally, it 
was uploaded to the website along with a 
transcript of the dialogue.  In order to have 
easy access to the podcasts, a special website 
was built which was exclusively available to 
the class and not the general public.
Student feedback
　Based on face-to-face verbal （informal group 
interviews）, as well as written comments by 
students in their learning diaries, the initial 
reaction to the website was both excitement 
and enthusiasm.  Through this experience, 
both the volunteer students and English 
Workshop teachers could see and hear at ﬁ rst 
hand, the beneﬁ ts of listening to the podcast 
and learning from their peers.  This was an 
empowering experience and gave the students 
more confidence in their own potential as 
language learners.  Some of the original student 
written comments were :
- “This website is very useful to me to study 
English.  I will listen to this conversation 
by my iPod on the train and the bus”
- “This website is very useful.  I want to go 
to your room to record podcast again”
- “Thank you for your good job.  This page 
will be good for us.  I will be a volunteer 
with my friend”
　Other students commented on the website 
in their learning diaries saying that it was a 
good reference for pronunciation and review, 
and that it had a special value because it was 
based on the students’ actual real conversations.
　Despite these positive outcomes, the project 
did have some areas of concern.  The ﬁ rst was 
that not all students had access to a computer, 
and some could not access the website via 
their smart phones.  In addition, a link to 
download the podcasts from iTunes was not 
available.  This could possibly be a problem 
with the website software and will be investigated 
further herein.  Nevertheless, from a student 
perspective, the project was worth exploring 
and has the potential to continue to be used 
as an additional tool to facilitate autonomous 
language learning beyond the classroom.
５．検証
　「英語ワークショップ」の効果を、学生Ａ（１
年次前期から２年次前期まで、英語ワーク
ショップⅠ、Ⅱ、Ⅲと継続して履修している）
の語彙サイズの伸びと、多読と日記に対する取
り組みの変化から検証したい。
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語彙サイズテスト
1000語 2000語 3000語 4000語 5000語 6000語 総語彙サイズ
１年10月 962 731 538 615 462 308 3615 
　　１月 1000 654 654 269 577 231 3385 
２年４月 1000 846 654 462 423 308 3692
　　７月 962 808 615 731 462 462 4038
　結果は以下の通りである。
　１年１月に一度落ちた後は、再び回復し、９
カ月の間に語彙サイズが伸びていることがわか
る。この語彙サイズテストは、理解できる語彙
（受容語彙）のサイズを図っている。２年７月
には、1000語、2000語レベルが安定し、さらに
4000語レベルが伸びてきたことが、総語彙サイ
ズの伸びにつながっている。
　「英語ワークショップ」は授業内外で多読を
始め、英語のインプットを多量に増やすプログ
ラムである。それぞれの活動を通じて、同じ語
彙に何度も触れる機会があるので、語彙サイズ
が増えることに寄与すると思われる。
多読
　２ヶ月毎に学生Ａが多読をすることによって
読んだ本の語数、および前期・後期に読んだ総
語数は以下の通りである。
には約６倍に増えている。どのようにして量を
増やすことができたのであろうか。学期の途中
に学生が行う振り返りに書いた「感想」と「工
夫・努力したこと」から見てみたい。（学生の
感想は原文のまま。下線は筆者による。）
・１年５月
　「感想」─多読が全然できていないので、こ
れからは自分に厳しく、まずは自分のペースで
少しずつがんばりたい。
・１年７月
　「感想」─前より英語の長文や英文がぎっし
りのものを読む抵抗感がなくなった。
　「工夫・努力したこと」－なるべく興味のあ
る読みやすい本を選んで、すらすらなんとなく
内容が理解できる本を選んで語数を増やした。
・１年11月
　「工夫・努力したこと」─ Catch a Wave を
読んで、その内容や感じたことを書いた。
・１年１月
　「感想」─長文を読むことに抵抗があったが
楽しく英語が読めるようになった。
・２年５月
　「感想」─前よりスムーズになった気がする。
でももっとたくさん読みたい。
時期 読んだ語数 学期ごとの総語数
１年４～５月  2,300
 8,100
　　６～７月  5,800
　　10～11月  6,000
23,100
　　12～１月 15,000
２年４～５月 19,496
48,656
　　６～７月 29,160
　各学期に読む量が飛躍的に増えていることが
わかる。１年前期に比べると１年後の２年前期
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　「工夫・努力したこと」─寝る前や少し空い
た時間に読むようにした。
・２年７月
　「感想」─興味のある内容の本を読んだりし
たこともあるが、１年の時よりすらすら読めて
手ごたえを感じた。
　「工夫・努力したこと」─わからない単語で
本当にキーワードなものはすぐに調べて書き出
した。
　最初は読むことができなかった学生Aは、自
分の興味のある分野で自分のレベルより少し簡
単な本を読むことで、読むことに慣れ、抵抗感
がなくなっていったことがわかる。その後は
graded readerだけでなく、時事的な話題を扱っ
ているCatch a Wave を読んでいるし、さらに、
量を増やすために寝る前や空き時間の利用など、
学生が学習方法を工夫している。
　英語習得に書かすことのできないインプット、
この量を増やすために多読は欠かせない。「英
語ワークショップ」では、tutorial を通して読
み方のアドバイスを与え、それに基づき、学生
は個人で量と質を高めていくことができる。
６．今後の課題
　以上のように、授業の内外において様々なプ
ログラムが試みられている。いわば、学生たち
の要望やレベルとともに展開していくのが、こ
の「英語ワークショップ」の長所である。しか
し、課題がないわけではない。より充実した内
容にするために、次の点も今後考慮していきた
い。
　まず、学生たちの意欲、モチベーションの維
持に関しての課題である。英語に関して目標が
ある学生（例えば留学を控えている場合が顕著
である）や、日頃より英語が好きで着実に勉強
していくことが苦手でない学生は、この「英語
ワークショップ」の授業に嬉々として参加して
いる。授業外での週日の取り組みも持続的であ
り、ネイティヴ教員との交信や Learning 
Diary への記述も滞ることはない。
　しかし、英語は好きだがそれほど得意でない、
あるいは、逆に出来るが好きではない学生たち
にとって、常に、英語に接することを家でも要
求されることは、かなりハードなことである。
そうした学生たちの意欲を継続させるにあたっ
て、学生たちのレベルを見極め、適切な指導を
行うことが大切なのはもちろんであるし、飽き
ないように新規のプログラムを提案することも
有効である。しかし、授業プランだけに頼って
は、学生たちの意欲の維持は困難であろう。プ
ログラムにはない教員のきめこまかな指導こそ
が、求められる。すなわち、スランプの時はそ
の脱出のきっかけを与え、調子のよい時は褒め
るという基本的な指導である。そしてこれは、
少人数の tutorial 中心の指導だからこそ出来る
のである。この点を今一度確認しながら、進め
て行きたい。
　次に、学生個人の中でのギャップである。す
なわち、学生は英語に関して多岐の目標を持つ。
このように話せるようになりたい、あるいはレ
ポートが英語で書けるようになりたい、などで
ある。ことに、自分の言いたいことを英語でス
ムーズに言えるようになりたい、ということが
最大多数の希望である。しかし、現実にそれは
一朝一夕で到達出来るわけではない。なかなか
言葉が出ない、もどかしい、といった期間が続
くのである。この希望と実力のギャップを埋め
て行き、自律した学習者になることを手伝うの
が、「英語ワークショップ」の本来の目的であ
ろう。従って、今後も様々な新たな試みをして
いきたい。たとえば、意味は知っているが、使
うことができない単語を拾い出し、教員が授業
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の冒頭に英語の例文を挙げる。そしてこれを
使って、英会話や日記を楽しむことを勧める。
すぐに使える手持ちの語彙を少しずつ増やすの
である。このようなプロセスを通じて、学生は
自分の学習法を見つけていき、自立した学習者
への道をあゆむのである。
　学生一人ひとりに応じた指導は、英語に限る
ことではないが、この「英語ワークショップ」
の試みが、英語力獲得を通じて学生に学びの自
信を得させることとなり、学びの楽しみを体得
してもらえれば幸いである。学生たちとともに、
授業も進化を続けたい。
参考文献
相澤一美・望月正道 （2010）『英語語彙指導の
実践アイディア集』大修館書店
井戸桂子・太田洋・根本貴行・杉長ジャッキー
（2010）新科目「英語ワークショップの試み」
　駒沢女子大学研究紀要第17号 p. 39～47.
